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お話したいこと
里山資本主義は、地域資源を社会と経済の力にする。
グリーンインフラは、自然の機能を社会基盤にする。
この二つを噛み合わせることで、安全で活力のある
地域づくりが可能になる。
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社会基盤整備の計画に自然
の視点を取り込むことが
ますます重要に。

近年増加する豪雨災害 降雨×地形×土地利用×交通

https://x.com/iwai_yasunori02/status/1797122978704163248
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自然は社会の社会基盤

人は自然の特徴を読み解き、社会基盤として活かしてきた。

千葉県北部の
自然の特徴
・台地と低地の二層
構造

・台地の縁の谷津

画像：国土交通省霞ヶ浦河川
事務所ウェブページより
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人は自然を基盤として社会をつくってきた

作図：厳島怜（九州大）

印旛沼流域の縄文遺跡の分布

印旛沼流域の遺跡
・旧石器時代 311件
・縄文時代 1313件

縄文海進期の人口増加
特に「海辺の台地」が多い

「南側の台地」にも分布
（海の民と山の民？）

台地は、数千年にわたり
「住みやすい場所」だった。



浸透

地下水

湧水

台地から低地への水循環
谷津の存在

谷津
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谷津と初期の稲作
（常陸国風土記 抜粋 現代語訳）
昔、ヤハズノウジマタジが谷に田んぼ
を造ろうとすると、夜刀（ヤト）の神が
たくさん出てきて邪魔をした。夜刀の
神は角のある蛇の形をしており、一目
見ただけで家族ごと滅んでしまうとい
う恐ろしい神である。
マタジは鎧を身に着け、矛を持って
夜刀の神を打ち負かした。そして、山
の入口に大きな杖をたてて「ここから
上は神の土地とし、下は人々の田を開
く。私は神をお祀りするから、どうか祟
らないでくれ」と告げ、その後、たくさ
んの田んぼをつくった。印旛沼流域の谷津（里山グリーンインフラ

マップより）

人は自然の特徴を読み解き、社会基盤として活かしてきた。
新しいニーズに合わせた「読み解き」と「活用」が必要。



自然の機能を防災に活かす

市街地

水田（整備無し）

圃場整備水田

耕作放棄地

1947 1975 2020

航空写真の読み取り高崎川の例：土地利用の変化
・下流域の市街地拡大
・中流域の圃場整備、河川拡幅・排水路整備
・上流域は場所により都市化／耕作放棄

中流部（浅い土水路から直線河川へ） 最上流部（耕作放棄）下流部：都市化



自然の機能を防災に活かす

高崎川の例：農地・水路形態の変化に伴う水害リスクの増加
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自然の機能を防災に活かす

高崎川の例：耕作放棄地・休耕田を活かした防災
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RRIモデルを用いたシミュレーション

谷津の休耕田に水を貯留しやすくすることで水害リスクが下げられる。



印旛沼流域の「自然を活かした水防災」の候補地地図

被害額増加

被害額低減
青色系：休耕田の湿地化
により災害リスク軽減が
期待できるエリア



印旛沼の水質問題：農地由来の栄養塩対策に課題

流域の富栄養化対策の必要性

（印旛沼水質保全協議会ウェブページより）

台地上の畑に由来する栄養分が
谷津で湧出（谷津の集水機能）
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（Kato et al. 2025）

谷津の湧水を休耕田に引き込むことで水質が改善できる。

湧水

河川

谷津を活用した水質浄化



事前
15種

事後
51種

共通
9種 確認されたレッドリスト種

ウスゲチョウジタデ
シソクサ
イチョウウキゴケ
シャジクモ
ミルフラスコモ（環境省RL絶滅危惧Ⅰ類）
ニッポンフラスコモ（環境省RL絶滅危惧Ⅰ類）

谷津の湿地化による生物多様性保全
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「耕作放棄地」をどう思いますか？
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「耕作放棄地」をどう思いますか？
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「耕作放棄地」をどう思いますか？

いろいろな生き物が
いそうだな

古代のロマンを感じる

大切なインフラ
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谷津の喪失

谷津は（耕作放棄されていても）社会を支えるインフラ。
しかし、現代農業では生産性が低い土地。
→価値観の転換が必要。
グリーンインフラ機能は公益。しかし、土地の維持は個人に依存。
→土地を支える新しい仕組みが必要。
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新しい形態での谷津の活用（印西市・白井市での事例）
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地権者の理解
複数の課題を超えた協力
・農地の貸借によるGI活用は困難
・税、負担金等の負担
・大切な農地への立ち入り許可

仲介者の存在
・地域と余所者の仲介
・企業と市民団体の仲介

活用手法の知見
・機能向上させる管理手法
・農地に戻せる管理手法
を探求・提供する研究者・実践家

実践の技術
土、水、木、草の扱い、
機械の扱いができる人材

企業の理解
「その地域と関わる理由」
を説明できる人の存在

連携を可能にしている条件

実践を可能にしている条件

今後の展開のために必要なこと

・多様な主体（行政・市民・企業・金融機関・研究者）の
連携を促進するプラットフォーム

・地権者の支援、インフラ機能向上への支援
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ランドスケープ・マネジメント・センター（LMC）

ランドスケープ：森・川・公園など特定の生態系ではなく、それらが
連携してつくる「景観」。自然と文化の相互作用が生み出す「景観」。

マネジメント：戦略的な手入れの継続。「管理」というより「経営」。

LMCは自然を考慮したエリアマネジメント組織

行政と強く連携しつつ、これまでの行政には収まらない活動を展開。

2026年7月印西市・白井市と連携し「LMC北総」を設立
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北総ランドスケープ マネジメントセンター（LMC北総）

１．地域将来ビジョンの議論

- 山林・農地・河川・都市緑地などを一体的に捉えたランドスケープ
ビジョンを立場を超えて議論．行政計画と整合させて作成．

２．マップとメニューの提示

- 科学的エビデンスを活用し、自然環境の「状態」や
「管理効果の期待値」を定量評価しマップ化．

- 科学的エビデンスを活用し、効果的な活動メニューを提示．

３．多様な主体のマッチングと活動支援

- 企業、研究者、地域団体、市民など多様な主体をつなぎ、共創プロジェクトの具体化・実装を
支援．機材の共有、人材情報の共有による活動支援．

４．影響評価と認証

- 貢献度・環境影響の定量評価．企業誘致過程での調整による影響軽減・環境貢献への誘導．

- 地域版ネイチャーポジティブ認証．地域版自然クレジットの検討．企業の情報開示の支援．

役員 センター長、副センター長、事務局長

監事 印西市副市長、白井市副市長

運営委員会 企業、自治体、学術、農業者、市民団体、アドバイザー

会員 企業会員、団体会員、個人会員、サポーター企業

資金 会費、自治体の負担金、寄附金、補助金等

体制

活動内容 印西市・白井市
「LMC北総」

https://www.
lmc-hokuso.info/

センター長 大坂真希
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予定している活動：
台地と谷津の水循環の回復

地下水深度マップ

地下水流線図

市街地化された台地の公園等に雨庭
を整備。谷津のグリーンインフラ化。
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予定している活動：
放棄竹林の整備・活用

佐倉市で先行している取り組み。

獣害対策も考慮した管理も検討。
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今後検討する取り組み：街路樹・公園の多機能化

https://bronxriver.org/resource/nyc-green-infrastructure-plan 

ニューヨーク資料

ポートランド

都市型水害対策、地下水涵養・湧水保全、暑熱対策、市街地の価値向上

地域での維持管理体制構築と
連動して展開



34

個人・企業の判断
個人・企業の責任
個人・企業の利益

行政の判断
行政の責任
公共の利益

民間活動の公共化

市民参加前提の事業

グリーンインフラを活かした社会に向けて

１．民（個人・私企業）と公の活動のオーバーラップを増やす。
２．企業において、中長期的投資の視点を強化する。
３．自然の特徴や機能に関する情報をなるべく広く共有する。
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佐倉市での自然を活かしたまちづくり

歴史と文化
・佐倉藩の城下町
・蘭学・医学の先進地

歴史ある地域企業
「地域とともに発展する」思想

長期的な視点

「自然を活かした安全で活気のある地域づくり」2つのポイント

強み

https://www.city.sakura.lg.jp/

自治体間連携
・森林整備流域連携協定
（佐倉、千葉、四街道）

・富里市のグリーンインフラ
・印旛沼流域水循環健全化

データ基盤の存在

広域的な視点

強み

地下水深度マップ
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